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野生 薬用植物の栽培と育種に関す る研究 （第 1報）
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　The 　ecological 　characteritsics 　of　Saussurea　lappa　and 　the　effect　of　cold 　c【imatic　conditions
on 　the　plant　of　the　winter 　in　a　cold 　district　were 　investigated．　 The 　seeds 　were 　obtained 　from
Vilr　Botanic　Garden　of 　USSR ．

　1）　S．tappa　could 　survive 　the 　winter 　in　Hokkaido 　without 　receiving 　any 　damage，　 The　quan −
titative　characteristics 　such 　as　the　number 　of 　scapes 　and 　head 月owers 　were 　better　when 　cu 【tivated
in　the　open 丘elds 　than　when 　cultivated 　under 　the　shading ．

　2）　The　 ripening 　percentage　of 　thc 月ow ¢ rs　was 　13．8％．　 The 　time　needed 　for　germination
and 　the 　gemlinating　percentage　of　the　seeds 　at　various 　temperatures 　were 　15℃ −17　days−8％，
20°C −16days−12％ and 　25 °C −7　days−36％。

Keywords− wild 　medicinal 　plants；Saussurea　tapPa；wintering

　野生薬用植物 は資源的 に 減少し，自然保護の 面 か ら もそ の 採取 に は制約を受け る．ま た，生 理 的 に も形態的 に も個

体変異が非常 に 大 きい た め 生薬の 品質 の 均
一

性 は 望み が た く，供給 な らび に 品質 の 安定，あ る い は 均一
性を は か る に

は 栽培 に 移す必要 が あ る．

　木香 は第 11改正 日本薬局方
2》

に収載 され る重要生薬であり，

一般用漢方処 方 210 方中に も帰脾湯
3）

や 分消湯 を 始め

7 処方に 配合 され る．一方，香 料 と し て も多 く利用 さ れ て い る が，すべ て 中 国，イ ン ドか らの 輸入 に 依存 し て い る．

しか し，基源植物 の 5 ＠ 四 は絶滅に 瀕 し て い る野生動植物の 国際取引 に 関す る 条約 （通称 ワ シ ン トン 条約）の 指

定植物に な っ て い る こ と もあ り，筆者 らは そ の 栽 培 の 必 要 性 を 痛 感 して い た と こ ろ，今 般，種 子を入 手す る こ とが で

き，寒冷地 に お け る栽培 の 可 否お よ び植物 の 特性 につ い て 調査を 行 っ た．

材料お よ び 方法

　1981年 ソ連の Vilr植物園 よ り入 手 した 種子 70粒 （1．72　g） を 1982年 4月 21日，育苗箱 に 播種 し，温室 に お い た ．

翌 1983年 5 月12日，発芽苗30本 の うち各5 本 を，  開放条件下の 畑地 ，   土 壌水分 の 多い 遮光状態 の 低地 自然林， 

土壌水分 は畑地 と同 程 度 で遮 光 条件下 の 人工 林 の 3 カ 所 に 移植 した．各区とも株間 50cm の 1 条植え とし施肥 は 行

わ なか っ た．掘 上 げ は 1984年 10月24 日に 行 っ た．
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　発芽試験 に つ い て は ，1984年当場産種 子を 供試，同年 10月 15 日 ピ ー
トパ ソ （フ a ソ ラ ソ ド製 W13 × L18 　cm ） に

50粒を播種 した．発芽床温度は 15°

， 20°

，25℃ の 3区分を設けた．

結果お よび 考察

　導 入種子 は 植物と名前が必 ず し も
一

致 し な い 場合があ るの で ， 供試材料に つ い て も数種 の 文献4層9， を参照 し 同定を

行 っ た．茎 は直立 性 で 有毛，根生 葉 は 大形 の 三 角状 卵 形 また は 長 三 角形，葉柄 は不 規則 な 翅状を呈 し，葉縁は 不規則

な浅裂あ る い は 波状を し て い る，茎葉 は広楕円な い し卵円形 で 葉柄 は 上 位 ほ ど短 く，最上位 1〜2 枚 は 無柄，半 ば茎

を抱 き細 い 縦 の 稜 が ある，頭 状 花 序 は 頂 生 お よ び腋生 し，頂生花 は無柄，蔟生する．花冠 は 5裂 ， 雄芯 は 5 本 の 集葯 ，

根 は円柱形 で 径 5cm 以上 ， 外皮は褐色を し て い る （Photo．1）．

　以上，導入種 は形態的に 文献の 記載 とよ く
一

致 し，Saussurea　tappalo）と 同定 した．

　形質に つ い て 文献と異 な る点は ，頭花数 ， 葉長，花 茎長 な ど量 的形質 が導 入 種の 方が大 きい 事 と，花色 が中葯志
4）

で は 鮮赤紫色 （日本園芸植物標準色票 No ．9208）である の に 対 し ， 導入種 は 浅紫色 （同 No ．8603）で あ っ た．な お ，

掘 り上げた根は 形状が雲南木香と
一

致 し，局方の 規格に も適合して い た 11）．

　寒冷地 に お い て 畑地栽培を行 う条件として 越冬の 可否，土 壌水分 の 多寡，遮光 の 必要性な どを 検討す る 必 要が あ る

Photo　l．　Two −year−old　Plant　of 　Saussurea　lappa　CLARKE

TABLE 　1，　 Growth　of 　two−year−old 　plant　ofS ．　tappa　cultivated 　under 　different　conditions

・，・n ・fi・ld・ 晁黜 13翻 、、
。 、 器黯 飼 ，e ，、、、

（

　　　M ，D ．c ）

0．01）　　（0．05）

Wintering　ratc （％）

Maximum 　leaf（cm ）

　 Lcngth 　of 　petiole

　Length　of 　l胆 f　b埀ade

　 Wldth 　of 　leaf　blade

Number 　of 　scape 　per　hilI

Number 　of　head　per　hill
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Diameter 　of 　scape （  ）
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．S．

2．62

6．918

．548
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．47

1，67

a ） Investigation　for　necesslty 　of 　shading 　and 　soil　moisture ．
b ） Investigation　for　n   essity 　of　shading ．
じ ） Minimum 　difference　by　Tukey

’
s　procedure　for　significance 　at　the　5％ and 　l％ levol
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Fig，1．　 Number 　o 『Florets　 and 　Ripened 　 Seeds　per　 Head

Each 　Value　Represents　the　Mean ± SD （n ＝54）
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Fig．2．　 Germinatjng　Perccntage　at　Different　Temperatures

が，越冬率 は 畑地，人工 林 と も 100％，低地 自然林60％ を示 し た．S．　tappaは 云 南麗江，維 西 県な どの 高山で 栽培さ

れ ，年平均気温 （麗江魯甸 9℃
， 名寄 4〜5QC）最低気温 （

− 14℃ ，− 34℃ ）積雪期間 （4 ヵ 月 ，
5 カ 月）などは名

寄 の ほ うが厳 し い が ， 耐 寒性 は 強 く，越冬 に 問題 は なか っ た．た だ し，晩霜 に 対す る 抵抗性 が 比較的弱 く，耐 早性 も

や や 弱い こ とが観察 さ れ た．

　生育 につ い て は，低地 自然林で は 花茎 の 抽出が 1本 も見 られ ず ， 畑地 お よ び 人工 林で は 1株当 り花茎数 が各 1．6，

0．4 と畑地 の ほ うが多 く，頭花数 ， 花茎 の 太 さ な ど も畑地 で 大きか っ た （TABLE 　I）．幼苗期 に は強光 に 弱 く遮光 した

ほ うが よい と い う報告 も あ るが S），本試験 で は 遮光 は 生育阻害を もた らし，開放条件の 畑地 の ほ うが 適 し て い る もの

と推論 された．

　キ ク科植物 の 中 に は 稔 実 歩 合 の 低 い もの が あ り，S．　lappa で もそれ が 栽培上 の 障 害 に な らな い か 否か を 調 べ た． 1

頭花の 平均小花数94， 稔実歩合 は 13，8％で あ っ た （Fig．1）．仮 に 10ア
ール 当 りの 所要苗数を5，000本 とす る と，頭花

数8．2 × 稔実粒 13× 発芽歩合0．36か ら計算 した 結果，採種 に 要する親株数 は130本 となる．

　播種適期 を 調べ る た め ， 上 記試験 に お い て 得られ た 稔実粒を 用 い
， 発芽床温度を エ5°

，
20D

，
25℃ の 区分 で 発芽試

験 を 行 っ た とこ ろ，発芽所要 日数
一
発芽率 は 15°c −17：日一8％ ，

20Qc−16日一12％ ，
25°c−7 日一36％の 結果 を示 した （Fig．

2）．文献 に よれ ぽ 7），比 重 選 し た 種子 を 40℃ の 温水 に
一

昼 夜浸 漬 し て か ら播くと発芽率は 高 く，発芽 も い っ せ い に

行 わ れ る とあ り，種子の 予措を 行 い 春 ま た は 秋の 適期 に 播 種 すれ ば36％以上 の 発芽率が 得 られ る もの と思われ る．

謝 辞 ： 導入 種 の 同定 に あた っ て，北 海道薬科大学木島正 夫教授 に ご 指導い た だ い た こ とを 記 し て 謝意を 表 し ます．

引用文献および注

1） 日本 生薬学 会 第32回 年会 （岡 山 ， 1985年 10月 ）に て 発 表 ．

2）第 XI 改正 日本薬局方　厚生省，1986，　 p ， 1307．

3） 日本薬局方外生薬規格集　厚生省薬務局審査課，薬事 日報社，東京，1978，p．102．

4）中 葯志，第
一

冊 ， 中国医 学科学院葯物研究所他 ， 人民 衛 生 出版社，北 京 ， 1961 ， p．107， 1978，　 p．76．

5） 中葯大辞典　上 冊，江蘇新医学院 ， 上 海科学技術出版社 ， 上 海 ， 1978 ， p．353．

（248）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

6）中葯鑑別手冊 ， 第
一

冊 ， 北京葯品生物制品検定所，中国科学院植物研究所，科学出版社 ， 北京 ， 1981，p，　m ．

7）葯用植物栽培技術．中国医学科学院葯物研究所，農業出 版社，北京，1981，p ．81．

8） 中草葯栽培 技術 ，中 国 医学 科 学 院 葯物 研 究 所．人 民衛 生出版社，北京 ，
1979

， p．210．

9）葯用植物栽培 ， 杭州葯物試験場 ， 他， 上 海人民出版社，上海，1977，p．57，

10） モ ッ コ ウ （木香）の 原植物の 学名は 日本 の 局方で は Saassurea　iappa　CLARKE で あ る が，中 国 の 多くの 成 書 （4〜

　　9） で は Aueklandia　lappa　DECAISUE と異 な っ て お り，ま た ，　 Sauss” rea 　eostus も用 い られ て い る が
， すべ て

，

　　Synonym で あ る と判断 し，本報 で は 日本薬局方 に 従 っ て Saussurea　tappa　CLARKE を採用 した．

11）米 田 該典，須 磨
一

夫，山 形
．
悦子，畠 山 好 雄，熊 谷 健夫，生薬，43，59 （1989），

（249 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


